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福
祉
の
輸
を
広
げ
る
漣
動
由
一
環
と
し
て
、
社
会
福
祉
基
金
を
五
十
六
年
度
か
ら
三
年
計
障
で
始
め
ま
し
た

が
、
お
か
げ
を
も
ち
ま
し
て
、
多
く
の
方
々
の
昔
意
あ
ふ
れ
る
寄
託
金
に
よ
っ
て
、
当
初
の
臼
標
ど
お
り
、
-
一
鰭

内
の
基
金
者
積
む
こ
と
が
で
き
ま
し
ナ
、
混
在
、
平
謹
市
社
会
福
祉
協
議
会
に
そ
の
効
率
的
な
適
用
を
お
聴
い
し

て
お
D
ま
す
が
、
地
域
福
祉
の
充
実
に
多
大
な
成
揖
聖
上
げ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
高
齢
化
ず
る
社
会
等
を
考
え

ま
す
と
、
ま
だ
十
分
と
は
い
え
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
前
聞
と
岡
崎
二
期
目
白
む
ふ
福
祉
基
金
を
謀
る
乙
と
に
な
り

ま
し
た
。
市
民
の
み
な
さ
ん
白
善
意
の
輪
が
、
さ
ら
に
大
き
く
な
る
よ
う
む
協
力
ぐ
だ
さ
い
。

い

て

つ

り

鏡

な

ど

を

募

金

し

て

い

た

だ

計

画

〈
と
C
ろ

も

あ

り

、

あ

り

と

あ

ら

ゆ

る

は

、

万

一

千

円

と
こ
ろ
か
ら
み
財
が
時
せ
ら
れ
て
い
ま
に
封
し
、
地
区
不
れ
あ
い
広
場
事
業
や

五

百

万

円

も

上

回

る

浄

財

を

す

。

一

人

事

ら

し

老

人

皇

貴

重

な

ど

、

小
午
生
や
中
学
生
も
ρ昨
日
白
お
己
づ
五
十
八
年
湾
事
業
白
ほ
か
に
、
聴
覚
障

市
内
に
は
、
一
一
手
人
を
起
す
心
身
障
祉
基
金
白
最
終
臼
品
慌
年
次
と
あ
っ
て
、
か
い
を
貯
め
て
、
学
校
ぐ
る
み
、
ク
一
フ
弔
問
暑
が
設
置
す
る
「
電
話
ミ
ニ
ブ
ア
ツ

害
者
と
、
五
百
人
を
趨
r

え
る
寝

Fさ
C
D
一
一
千
さ
百
五
十
三
万
三
平
七
吉
五
十
六
ス
県
伊
一
一
で
寄
せ
て
く
れ
る
な
ど
、
市
民
ク
ス
」
自
助
成
、
重
度
障
害
暑
が
遇
践

者
人
・
一
人
暮
争
主
文
が
い
ま
す
。
内
(
五
百
五
十
四
件
)
寄
せ
ら
れ
ま
し
総
ぐ
る
み
の
浄
財
と
も
い
え
る
で
し
ょ
等
に
利
用
す
る
タ
ク
シ
ー
料
金
の
助
高

社
会
福
祉
基
金
は
、
こ
れ
ら
の
方
々
や
た
。
こ
の
よ
う
に
、
一
一
一
年
間
で
寄
せ
ら
う
。
ま
た
、
五
十
八
年
度
は
、
金
投
ゃ
な
ど
が
新
規
事
業
と
し
て
践
り
込
ま
れ

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
間
体
の
育
成
・
援
助
を
れ
た
品
酎
は
、
総
額
李
五
百
九
十
一
一
二
議
な
ど
の
安
か
ら
、
多
額
白
寄
付
て
い
ま
す
。

閥
的
に
、
昭
和
五
十
六
年
度
か
ら
一
一
一
年
万
四
千
百
二
十
七
円
(
八
百
五
十
四
金
が
寄
せ
ら
れ
て
れ
る
の
が
包
立
ち
ま

O
弱
年
度
の
主
な
事
業

計
画
で
寄
村
金
を
葬
っ
て
者
与
~
の
甘
す
件
)
に
も
な
白
、
五
百
万
円
も
上
回
る
す
0

・
地
氏
ふ
れ
あ
い
広
場

が
、
市
民
の
み
な
古
ん
m
y温
か
い
と
略
目
標
顕
在
義
成
す
る
ζ
と
か
で
き
ま
し

L

9

・
一
人
事
b
し
老
人
給
食

吏
、
み
ち
ま
.
，
.

力
で
、
二
億
円
白
白
一
砲
を
逗
成
す
る
こ
た
。

4
1
z
u
J
d
t
r
i

・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
背
塙
と
助
成

と
が
で
き
ま
し
た
。

ζ
の
許
せ
ら
れ
た
沖
尉
と
、
市
が
三
社
会
福
祉
法
金
は
、
{
平
山
崎
一
市
社
会
・
ミ
ニ
フ
ァ
ッ
ク
ス
使
用
料
の
助
属

寄
付
金
の
状
克
年
間
に
わ
た
っ
て
脅
し
た
一
億
五
手
書
主
任
問
委
員
会
」
で
雲
(
利
・
電
度
障
害
者
タ
ク
シ
ー
料
金
助
成

d

万
円
を
合
わ
せ
た
金
額
、
二
信
五
百
九
子
〉
の
運
用
を
決
め
て
い
ま
す
。
二
母
子
a

父
子
世
帯
四
時
愛
育
成

基
金
を
抽
出
六
五
十
六
年
度
は
、
市
十
一
一
一
万
四
F
百
二
十
七
月
が
「
社
会
福
そ
れ
で
は
、
社
会
福
祉
基
金
か
ら
生

a

低
所
得
世
帯
小
・
中
学
校
千
人
予
祝
金

員
へ
の
P
R歪
と
初
年
度
と
い
う
ζ

基
金
」
と
し
て
積
み
立
て
長
ち
ま
れ
た
果
実
が
、
ど
白
よ
う
に
使
わ
れ

と

も

あ

り

、

七

百

万

八

千

三

主

十

一

け

で

て

て

い

る

の

か

、

そ

事

青

葉

紹

介

さ

ら

に

こ

億

円

同

(

八

十

六

件

)

と

神

び

悩

み

ま

し

こ

。

、

し

ま

し

ょ

う

a

一
期
B
の
社
会
信
祉
基
金
は
、
市
民

し
か
し
、
二
年
巨
に
入
っ
た
も
七
こ
ん
な
お
金
が
初
め
て
棄
と
な
っ
た
手
七
包
度
白
み
な
さ
ん
の
温
か
い
む
協
力
に
よ

年
度
は
、
市
民
む
み
な
さ
ん
む
理
解
も
寄
せ
ら
れ
た
浄
財
は
、
香
典
の
一
部
は
三
百
八
十
万
円
で
、
寝
た
き
り
長

X
h
u、
二
摺
内
の
回
標
が
達
成
て
き
、
果

高
ま
夕
、
前
年
を
三
官
も
上
回
受
一
千
と
か
、
一
円
募
金
、
チ
守
口
テ
ィ
バ
ザ
の
慰
問
や
穫
が
J
主
り
老
人
家
庭
に
看
護
実
の
運
用
も
ズ
ム
!
ズ
に
運
ん
で
い
ま

一
一
百
三
十
九
万
一
一
千
円
(
一
一
百
十
四

i
の
収
益
金
な
ど
い
ろ
い
ろ
あ
D
ま
す
需
の
配
布
な
ど
を
し
て
い
ま
す
。
ま
す
。
し
か
し
、
こ
れ
で
万
全
と
は
い
え

件
〉
の
韮
金
が
寄
せ
ら
れ
ま
L
た
。
が
、
敵
責
庖
組
合
の
よ
う
に
、
七
言
侶
た
、
障
害
者
や
一
人
暮
ら
し
老
人
な
ど
ま
せ
ん
。
時
代
に
即
し
た
新
た
な
対
応

一
一
産
自
の
五
+
八
年
度
も
、
社
企
揺
の
算
金
揺
を
つ
〈
夕
、
活
頭
な
ど
に
置
を
対
象
に
し
た
「
地
区
ふ
れ
あ
い
広
場
と
、
安
定
し
た
活
動
指
定
進
め
る
た
め
白

事
業
」
(
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
等
)
、
対
応
を
考
え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

一
人
暮
ら
し
老
人
の
仲
間
づ
く
り
を
兼
そ
己
で
、
前
回
同
様
、
市
民
の
み
な
さ

ね
た
展
貴
サ
i
ピ
ス
の
「
地
区
老
人
粕
ん
の
協
力
が
掃
で
、
二
期
自
の
社
会
福

食
事
業
」
、
「
地
区
ポ
一
フ

y
テ
ィ
ア
育
祉
基
金
の
積
み
立
で
を
行
う
乙
と
に
な

成
事
業
」
な
ど
も
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
り
ま
し
た
。

二
年
自
の
五
十
八
年
度
は
、
七
吉
田
昭
和
五
十
九
年
度
か
ら
六
十
一
年
度

十
一
万
七
千
円
と
約
一
一
措
の
果
実
と
な
ま
で
め
三
年
間
で
、
さ
ら
に
二
憶
円
を

り
ま
し
ゃ
J
」
。
事
業
は
、
五
十
七
時
度
と
集
め
ま
す
。

間
様
、
一
人
暮
ら
し
岩
人
の
給
食
事
業
市
民
の
み
な
古
ん
、
理
活
を
よ
く
理

〈
実
施
地
区
富
士
見
、
港
、
花
木
、
解
し
て
い
た
だ
き
、
地
域
福
祉
発
展
む

な
で
し
ζ

、
四
之
宮
、
真
工
、
中
原
、
た
培
、
む
一
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

南
関
郎
、
旭
、
松
ケ
丘
〉
や
地
復
ぶ
れ
あ

c
j
3
b句
、
長
高
地
区
富
士
見
、
。
基
金
の
受
付

ナ

L
、
t
p
H

地
日
日
一
y
、
/
ニ
フ
社
会
福
祉
活
人
1
1
J
h
A
h
福
祉
協

ィ
ア
荷
風
な
ど
が
主
な
め
の
で
す
。
乙
議
会
平
協
平
塩
市
追
分
一
時
(
平

田
ほ
か
、
五
十
八
年
度
は
特
に
、
一
人
器
官
福
祉
会
館
内
)
電
語
お
l
一一一一七

暮
ら
し
者
ト
日
必
き
り
も

X
-嘩
筈

七

人I:l 224，657人
栓帯 70，900t監事持
正59母 4月ぇ日現在王〉

松
延
T
小
字
校
(
馬
鼎
汚
校
f
、
で
は
、
子
供
た
ち
が
通
学
路
等
に
落
ち
て
い
る

空
ぎ
か
ん
吾
襲
め
て
、
処
分
し
た
お
金
吾
社
会
福
祉
基
金
に
寄
せ
て
い
ま
す
。

4
1
1
こ
ん
な
お
金
を

l
J

一
マ
祝
い
む
と
の
撃
や
香
典
返
し
一

一
マ
バ
ザ
ー
な
ど
白
催
し
物
の
益
金
一

一一
v
会
社
倉
田
市
山
田
昌
な
P
あ
創
一

一
立
認
容
品
目
当
守
白
経
費
白
一
部
一

者
四
章
庭
を
、
火
災
か
ら
守
ろ
zっ
と
、

ま
た
、
不
幸
に
し
て
出
火
し
た
場
合

は
、
隣
り
近
所
白
色
協
力
を
い
た
だ
こ

う
と
、
三
百
三
十
個
出
火
災
報
知
横
を

購
入
し
、
掃
裂
し
た
宮
尾
L
取
り
一
付
け

て
い
ま
す
。



VHF UHF 

NHK組合 1C h 33C h 
NHK瞳膏 3 -y 29 4'-
g 本テレピ 4 1-' 35 1-' 
TBSテレビ 6 シ 37 タ
フジテレビ 8 シ 39 ? 
テレ百朝自 10 ? 41 ? 
テレピ東京 12 ，シ 43 ? 
TVKテレピ 31 ? 
斑 ChはチマYホJレ

って

官
。
ニ
時
総
「
市
両
国
体
聾
白
調
」
と
し
て
交
流
し
て
き
た
花
巻
市
が
、
市
制
一
一
一
十
周
年
者
迎
え
た
た
め
、
市
官

官
民
体
聾
由
郷
在
籍
百
底
的
解
消
を
し
、
さ
ら
に
友
好
の
き
ず
な
設
深
め
よ
う
と
、
四
月
二
十
七
百
「
友
野
都
守
古

古
市
」
の
締
結
を
し
た
!
こ
由
締
結
に
よ
D
、
友
好
都
市
は
高
山
市
と
花
巻
市
白
二
市
に
、
市
両
国
体
聾
の
郷
官

官
は
天
揖
踊
ケ
島
町
の
一
お
と
な
っ
た
。

五
月
中
は
試
験
放
送
壱
、
調
査
や

測
定
白
た
お
に
電
波
が
珪
窃
れ
る
C

と
が
あ
る
が
、
放
送
時
国
同
内
は
送
帯
惜

し
て
い
る
。
六
月
一
日
か
烏
ほ
、
本

一
一
一
月
号
で
お
知
ら
せ
し
た
と
お
幻
送
が
始
ま
っ
た
。
乙
れ
に
よ
D
、
N
放
滋
に
切
D
替
わ
る
予
定
で
あ
る
。

湘
南
半
に
あ
る
チ
レ
ピ
壌
か
ら
、
東
廷
瓦
総
合
一
ア
レ
ピ
や
教
育
デ
レ
ピ
者
新
規
の
チ
ャ

Y
ホ
ん
で
一
ア
レ
ピ
を

京
白
民
間
放
送
笠
局
宮
本
ア
レ
ピ
室
、
す
べ
て
の
放
送
が
U
H
F波
警
に
は
、
ァ
y
一
ア
ナ
と
受
融
機
白

東
京
放
送
、
フ
ジ
テ
レ
ピ
二
ア
レ
ピ
送
宥
占
見
る
こ
と
が
で
重
る
孟
う
に
な
調
懇
が
必
要
な
の
で
、
電
気
底
と
よ

朝
日
、
テ
レ
ピ
東
京
)
の

U
B
F…
放

っ

た

。

〈

相

撲

レ

で

い

令

指

~

き

た

い

a

品

巾

実

相

談

室

お

i
一
一
一
一
内
線
二
九
一
品

。
人
権
法
樟
相
談
す
月
話
回
〈
答
、

6
舟
5
臼
〈

6

0
行
襲
議
相
銭
円
お
時
5
叩四時

。
一
融
法
曹
沼
毅

6
月
7
日
(
木
)
、

6
月
ロ
日
ハ
火
〉

予
約
制
〈
電
語
で
も
可
〉
、
お
持
i
M持

。
培
地
建
物
相
談

5
克
泣
否
(
火
)
、
お
1
苅
碍

予
約
制
〈
電
話
で
も
苛
)

。
語
、
供
粍
測
轟
懇
談

6
舟
8
自
室
、
詩
碑

i
m時

。
袋
型
精
鋭

5
月
お
臼
〈
市
心
、
日
時
1
M時

。
申
品
開
年
金
相
談

6
月
日
比
呂
〈
木
〉
喝
刊
時
i
t
M時

。
一
般
市
民
橋
銭
毎
日
〈
た
だ
し
、
土
盟
百
は
ね
時
ま
で
、
日

曜
・
祝
日
は
除
〈
〉

。
量
生
活
嗣
相
談

5
月
四
日
(
傘
、
管
〈
舎
、

6
R
1

百
円
金
〉
、

mw時
1
5時

。
発
問
明
帯
裳
特
許
椙
駿

6
月
4
日
〈
月
〉
問
時

tお
時

。
下
輯
取
引
相
談

5
月

η呂
(
木
〉
、
お
時
犯
分
j
M四時

青
少
年
穏
談
窓
〈
市
民
セ
ン
3
・111
ニ
懸

M
掛

七

一
ω

一
一
一

月
t
金
盟
夜
型
時
I
M叫
時
土
曜
日
は
日
時
ま
で

議

社

会

銭

お

l
一一一ニ一町一一一一

。
山
田
怨
』
と
相
桜
一
遺
月
盟
百
片
揮
祭
儀
〈
)
、
日
詩
1
m録

。
母
子
相
談
一
臨
海
月
1
金
閣
日
、

9
時
1
日
時
初
分

。
寵
庭
先
議
摺
談
毎
週
月
〈
金
構
日
、

9
時
1
日即時

中
毒
議
護
談
毎
週
与
え
畳
間
百
、
主
時
葬
会
跨

土
曜
百
は
立
時
ま
で

。
一
老
人
福
鮫
回
毎
週
火
・
木
額
百
(
た
だ
し
、
祝
日
出
場
合
は

休
み
)
、
午
前
ぬ
時
1一波時
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四

一

マ
市
民
と
市
政
の
パ
イ
プ
役
と
し
て
漏
出
惜
し
て
い
た
戸
寸
「
第
五
次
市
政
モ
ニ
タ
ー
」
が
決
ま
っ
た

fo
ム

マ
期
中
出
事
れ
た
市
政
モ
ニ
タ
ー
は
、
袋
持
さ
れ
た
方
、
や
自
治
会
理
合
会
守
口
推
薦
書
れ
生
刀
、
経
験
者
な
ふ
ム

マ
。
ど
五
十
人
で
、
二
十
七
人
百
万
が
新
し
く
入
れ
替
わ
っ
た
。
委
嘱
式
は
、
四
月
二
十
日
勤
労
会
館
で
。
ム

マ
行
わ
れ
、
問
長
か
ら
市
政
モ
ニ
タ
ー
一
人
一
人
に
委
嘱
状
が
み
ナ
凌
さ
れ
た
。

む
み
な
さ
ん
の
点
へ
の
関
心
の
深
告
が

時
間
じ
ら
れ
た
。
ま
た
、
会
場
に
は
、
関

東
一
一
円
か
ら
弘
ま
っ
た
抱
木
屋
さ
ん
に

よ
る
植
木
市
が
聞
か
れ
、
八
時
山
公
開

が
花
支
飾
ら
れ
た
よ
う
に
切
る
〈
な

D
、
訪
れ
た
市
民
の
自
を
楽
し
ま
せ
て

〈
れ
た
。
そ
の
ほ
か
、
会
場
に
は
県
相
づ
く
D

教
護
、
揮
の
相
談
室
、
緑
化
ゲ
!
ム
、

一
日
動
物
討
な
ど
が
聞
か
れ
、
緑
化
ま

つ
り
に
車
を
源
え
た
。

円
線
化
ま
つ
り
合
崩
ゼ
ー
表
彰
さ
れ
た
緑

一
化
綴
良
毘
体
と
功
労
者
同

マ
地
域
田
陣
e
訪
労
者
古
口
際
自
治
会

山
田
士
見
北
地
医
長
和
会
老
人
ク
ラ
プ

暗
井
っ
さ
さ
ん

十
一
回
目
を
迎
え
た
揖
化
ま
つ
り
は
マ
職
員
間
開
包
樟
東
京
電
内
平
境
営

四
月
二
十
八
日
か
ら
三
十
日
ま
き
の
一
一
一
業
所
、
高
周
波
熱
棟
平
境
工
崩

呂
問
、
八
幡
山
公
鴎
玄
関
か
れ
た
。
マ
学
校
閣
時
間
障
措
延
小
学
校
、
土

]
臨
時
人
気
り
あ
る
苗
木
の
無
斡
配
布
沢
中
学
校
、
旭
小
P
T
A、
誤
信
中

は
、
今
年
も
長
い
行
列
が
て
き
、
市
民

P
T
A

5次帝政モニターく敬榔自〉
軟山久子富士見.alT8-9 31-6008 
今井房子部訪1!IJ13-49 31-0217 
久ι明新議平誼2， 280 31-2639 
松田信行由翠2-14 31-4132 
柏木保直宮の前12--'8 22-1253 
小林秀雄紅谷町9-12 22-2964 
古谷美代子立野町18-21 32-4582 
安藤達男八千代町15-13 22-44口6
武井搭載八千代町4--10 22-6379 
府111 大作千石向岸10-4 21-1470 
If'illl 政治札場町民一17 22-0271 
帯主Hf I!辛子 夕陽ケ丘57-13 21--6540 
山本道子代宮町16-33 21-1125 
大砧純子黒部丘14-9 32--2577 
JJDf陣 ~f匂寵花水台21-16 32-4704 
方的飯野子桃沼町2-3 34-4052 
小谷文子花水台8-4 32-1247 
林 来春袖ケ浜1-34 23-9441 
伊藤幸子西八幡 2T包14-24 23-1781 
小J!l関宏真土599 55ー7601
長 邦子四之宮535 55-3301 
細野三郎内之宮519-' 55-2493 
5沢多色万三 其1ニ6-5 54-1654 
古川信子索中原2丁目20-6 32-6375 
ill:J詰菊枝問鼠2了目11-31 31-6884 
多田喜一中原1了包 2-35 31-7883 
三浦敬男中原3T回24-29 32-5483 
渡辺道徳東中原1了自14-29 32ー7045
飯山否志男豊田小嶺393 32-2338 
渋谷京子豊田本郷1，810 33-9268 
猪野悦子閉村6，734-3 54-0343 
浜田光雄構内3，186 55-0136 
福田 豊大神2，剖5-2 55-5351 
丸山徳治横内2，170-6 55-1934 
情田弥噂雄大高378 55-0392 
和国紀世莞拶所543-1 55-8240 
三滞在室哉ふじみ聖子1TEl31-1 58-8416 
山口和江岡崎348 58-s166 
井揮紹篤入野13 3畳 8584
桑原米子豊田本描2，331-18 58-2157 
岡本満賢子真田536 58-1541 
柏木英治片時378-2 58-1177 
柏木千枝子南金呂319 58-1875 
斉藤 稔北金自1，305 58-0407 
岩崎ノブ子山下415-2 32-3971 
加川澄子徳延剖3-3 34-3423 
管井院佐子高根375-13 34-3789 
嵐骨雄}銀686 31-3952 
安周諸費上吉沢151 58-1858 
石黒英子土麗4，895 58-3677 

観光パスで、市内の施設をと案内しますく事加無料コ

0毘学施設市内自公共施設
G替力日資格 市内白各種団出 CI!IJ内晶、趣味の金、ボ

ラYティアむ会など〉で、原貝限必こ45人から50人く
らい委参加できるιと。ただい小人数弘司悼でも他
の自体と合同というかたちで参加できます。初罫加

OElltぶを優先します。 4巴i実施するよ予定です。
。実施期潤 8月中旬~来年3月末
。申し込み 官製ハガキに、主主品名、代置者自民名・

住所電話番号、要参加予定人員、実織持望日〈例

9月中部むろ〉を記入のうえ、お申し込みください。
5月紅白び，)o梢日日まで有効。
。申し込み先平154 平器市浅間I!IJ9--1 

平塚市役所広報課施設見学会係

電話 23-，1111内綿315

き 5月20(臼〉
午前9時30分~午後4時さまで
雨天の場合は5月27日〈日〉

ところ 文化公雪量内052童話SL周辺

'対象市内在住の幼稚園保背園児、小学生

持参会するもの えのぐ、クレヨン、酒使、

敷物

*模型機頭車農は、博物館軍事主主で開催。

留用紙は、写生会場で配布

担当社会教育課 E内組528)

と



(4) 

m一一品

今E も、光化学スモッグの発生しやすい時期が

やってきた。県環境部では、すでに四月から予報

律制をとるとともに、光化学スモッグの原因物質

とされる窒素酸化物と炭化水素系物買の排出裁自闘

を強化するなど、融自的な対車を進めている。ま

た、市の環廃惇全課でも、日曜日や祝日に出動し

て、万全の対揮を整えている。市民の留さん、光

化学スモッグの被害にあわぬよう、十分注意して

いただきたい。

ぅ
、
己
注
意
を
可

門
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス
日

・0
四
五
ー
ニ
一
二
三
二
一

門
テ
レ
ビ
神
奈
川
〕

・
月
i
金
曜
日
午
揖

1時

間
一
フ
ジ
労
自
本
同

・
午
前
四
時
の
ニ
ュ
ー
ス
白
佳

八重咲自治会

5月17日松思釘自治会
5月18日袖ケ浜自治会
5月19日 穏棋ケ主主自治会
5月21臼桃原町自治会
5月22羽 虹ケ浜東部自治会、

黒部丘東部自治会

5月23日蓋平自治会
Eなでしこ地区1
5月25白 黒部丘西部自治会
5月26日 虹ケ誤西部自治会
5 月28 日 ~29 日 花水自治会

5月初日 撫子腹自治会、唐ケ鼠自治会、
黒部丘帯~JIl!i空会

[i替地a:l
5月31日華街7自治会
6月 1臼 須賀北町Eヨ治会
6Jl2日 高眠台自治会
6 月 5 日 ~6 日 夕揚ケ丘自治会

6月 78 千E向陸自治会
6月 8日 代宮llIJ自治会、札場横町自治会、

南口町i内自治会
【地地震]

6月 9日 担坂問自治会、万由民軍自治会
6月11日 出縄自治会
6 月 12 臼 ~13日 公所自治会

6月15日間内自治会

6月l6El 高根自治会、
横慌ゴム徳延社宅自治会

。少年少女駅伝大全 盛年少女マラJノンメ識に重参加した者で、
小学校単位にチーム編成する。男女とも 1チーム5人。受付
は当日。

E軍旗・近所み九なで普加しよう1

。体力調盟主、憧窟椋談コーナー と華族おそろいでがんばろ

う。血圧などの健康相離もする.

。ゲートボーA大企 15許}ム8名〈監督 1、選手 5、補欠
2)。家族中近所でチーム編成を。

申し込み
少注手少女マラYン大会、ゲートポ}ノレ大金は申し込みが必
襲。問い合わせ、申し込みは市民鍵緩まつlJ翼行軍さ員会〈事

務局{体宵課程邑話31~3日 60) へ、 5 月31臼〈木〉までに申し込

みを。

、
@ 

午前S時30分~午後3時3自分とき 6月1013( 
ところ 湖南海岸公園

E轟しい催しもの]

・パトントヲ.Ll:;/グ、子供太鼓、みこし、珍ゲ」ム、

も吉底(護地盤送野菜、おでん、やきとり、ラムネなど〉

E者も記録に挑戦しよう3

・ポールスピード測定金 あなたの投げるボーノしのスピード官公認ス

ピ}ドガンで測定、議参加された方全員に投球速度を認定証に記入し

てプレぜント。

。少年少女マラソン大会 対離は小学校8年の男女で参加者会員に記

録認定証と書加構。



もとで

マ
交
通
費
約
一
千
五
百
円

な
お
、
入
金
需
望
者
は
、
見
荷
台
品

背
館
内
体
育
謀
(
電
語
幻
l
一-一

O
六

へ
申
し
込
み
を
。

平
塚
市
子
ど
も
大
会
初
、
五
月
五
日

平
供
白
日
を
前
捜
し
て
、
市
内
各
地
区

玄
関
か
れ
ま
し
た
。

市
内
の
児
童
は
、
約
二
万
一
}
一
千
人
。

ζ
の
平
良
た
ち
ゐ
健
康
と
成
長
音
綴
っ

て
、
毎
年
行
わ
れ
て
い
る
手
E
E大
会

は
、
今
日
咋
で
十
六
回
…
自
主
丞
Z

え
ま
す
。

市
内
の
各
地
区
で
は
、
平
供
と
親
が

一
悼
と
な
っ
て
去
し
い
催
し
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
会
頭
、
選
営
の
中
心
は
、
地

区
田
子
供
会
育
成
金
の
み
な
さ
ん
。
ま

た
、
地
宮
の
青
年
が
句
碑
笥
に
携
わ
っ
て

い
る
と
乙
予
も
あ
り
ま
レ
た
。

内
容
は
、
な
か
な
か
カ
ラ
フ
ル
。
今

回
取
材
し
た
会
場
で
は
、
写
真
で
紹
介

し
た
も
の
む
ほ
か
、
ゲ
ー
ト
ボ
i
ん、

人
間
輪
投
げ
、
入
閣
も
ぐ
ら
た
た
き
、

竹
崎
、
包
ポ
ッ
ク
刀
、
砂
浜
で
白
宝
潔

し
、
町
内
対
抗
百
レ
ー
な
ど
が
、
五
官
月

晴
れ
の
空
白
も
と
、
元
気
に
揮
の
広
げ

ら
れ
て
い
ま
し
た
。

今年は磐榔JJと五色沼散揮。新緑につつまれ、
小鳥のさえずfっと童書解けホのおりなすハーモニ
ー、そして池や湖のほと fつに、布告君〈植物に旅情
酎鰐足させて〈れるコ日スロ

く〉期日 8月 18(金)~3 日 (8 コ 2 泊 3 臼
〈車中 I;Elコ雨天決行

。行先企茸轄樺山と蕊色沼

。襲合 6月 1日(金〉午捷B時30分見約台体
膏暗部

・塁参加費 17.日∞'Pl仔首泊費、交通費等〉
・害加盟格市内在住、夜現 在学者

。申し込み 5月15臼〈湾〉から受付a 護参加費者
添えて見加台拡育館内悼育課へ。た

だし先着40入。

民キャジセノレの場合は、

E望感iこ利用できます。〈無料開放J
開放穣尽卓球、パドミジトジ、パスケット、

軟式庭斑(13~16時〉、、ノ《レ- (16~2C時〉

民各種自とも、ラケット、シャト)C、ポーん

は必ず寄自持曹を. (悼宵館には用意して

あfつませんノ〉

5月288(月〉午後 1 時~8跨

5月4B (月〉グ
告丹18臼(丹〕 グ

運動自で君る服装で重参加し、上ば吉用的理

動ぐつを照重量して〈ださい。 ぽ宮内は土足踏

主昌主語 体宵盟 舞童話31-3060 禁です.) 

日一



小言語・文学

アメII力生きがいの旅
おせい古ん師団子鼻

宮本武蔵雑学事典

おじいさん由台所

竹白援の人々

真実([締闘

咋大房査結

税友Z己

芋とI:fGO;ι
ヨーロツノミJ誼10'
νクイエム小林秀雄
男由民措・男の溜

かげろう日記

日常を愛する

心に鰭る言言葉

英雄たちと翠

家庭'生，嵩

揖Jj三郎

田辺事E子
鈴木健二

位踊慶女

対〈本す枠1
請訓!次郎

v.g村理行
足立巷一

宮尾登葉子

朝吹資本子

吉田F揮さ主

丸谷才一

大原寧桂

松田道雄

宇野信夫

サパト

子育てが下手な貌へ 倍照子

続私の臨いびり 西I!瞬時子

おいしいとE飯 世界文化本」

新しい採存王立 文化出版局

冠婚葬祭 世界文化社

ノてッチローク・キルト 禦泉奇由子

たのしい野菜づくり 棚宗民

一流{住宅 徳間書百

ベンショ/'1 6 0 交溜公社

轟林浴のですすめ 講説社

社金制学その他

博学来日行神奈川県 福訳書区

花カ咲子き人iJI好き 加藤あき

逆境聖愛する男たち /1濯を盤記
写真集越路吹雪讃歌 共同通信社

超先端技術に挑む 日オ王工業新顔

l>iI解くるま工学入門 出射，官、関

施設関主主 板木東j隆

幻の扶道 小林茂多

i:r美術教窓

やさしい粘土強多盤入向。思い思いに作品を

作ってみよう。

e島容 臼 5月17B-1!月27日の毎週末曜日
・時間 19時-21時
・掴噂彫刻家護島藷一民

・教材費実費 0.0合O円程度〉
・対象青年犯人

i:rill霊予箪を学ぶ
珍しい貴重な山野草の皇室示と、山聖子事の育

成指場 07時まで〉を行う。入場自由。
-日時 5月26日〈土) 9時-21時、 5月27
日仁臼) 9時-17時

すお楽しみ子供大会

侠E酉 fきかんしややえもんD51の大智検j
目上眠と、親子レクIIェーよノョン。

・臼時 5月27日仁日)13時-15時
'対象小学主主 100人

安楽しい気象学

野外活動をはじめ、レク lJ::r:..~ シ，/，活動

に役立つ実監詰'Jなお天気学。

蒐与f-'1 6月23日くゴ二〉、 6月30臼(:t;コ

-時間 18時-20時
・講師気象大学校教授池国学持

。対室長腎年 30人
会催し物の申し込み 宮畠謡かむ来館在。

合体轄呂銭週月曜臼

世帯少年金舘

予254浅間賞712-41 電話32-7029

当日本I学君主室に直俊お韓まりを 0
・日時 5月25日〈金)18時 -20持

すこ a護観察会
自然を観誤し、新車患を作ろう。会は原則と

して第2、
・5月26E1 虫を探そう〈子供の諜〉

・6月 B クロマツ林と砂丘〈平壇海開〉
・6汚23B 新路作!JC博物館〉
e閉し込み 委参加希望者は、 6世間切手を添え
て博物館へ。

女ブラネタザウム幼殺題{古11す投彩

6月19Bから7月羽田までの平日〈金曜包
を除01こ、幼稚鶴田抽却':1のプラ点夕立D 
ムを投影する。現在、観覧予約を受げ吋けて

いる。博物院管理係へ申し込みを。

女体富宮のお知らせ

全館綬虫消毒むため、 6月 58(火〉から
6月15日仁金コまで体館ずる。乙の照「樹立、
博物館に立ち入tできないので、む注慈を。

古体鯉日 銭週月曜日、月来

官博物館千254浅間町12-41電話33-5111

(6) 

5月156J 298 6月12日
5fl15日 29日 6月128
5 fl16日 30臼 6月13日
5月17臼 31日 6月14日
5月17B 31B 6月14日
5月18日 8月 1白 15日
5月19日 6月 2B 16日
5月22日 6月 58
5月22日 6月 5日
5fl23日 6月 6日
5月24日 6/守7B
5月24日 6fl7B
5fl25日 6月 8日

-開設時間 13時30分-14時30z示。ただし、ふじみ
野団地集会序日立14時-15時、)1(印は15時-16時。
雨天のときは中止となる。む了承世。

主主こども映霊罰金

• 5月20日 E臼)1α帯、 14時 3鐙 f丈一ノレ
「テンブんちゃん田小公女j カラ 1時様
20分フランセス 'H'パ」ネット原作.

公題提/恵会

・5月27日仁臼)1部時、 14時 . 3鰭ホーノレ
「聖子菊の墓jカラー1時間30分原作研
藤主E千犬、主穣松間基量子

• 6月17日 〈臼)1窃時、 14時 3時計jミーノレ
「澱んでるおばあちゃんJカラ一部分出

輯棋むつ子、麻丘めぐみほか

「本目慎湾の夏j カラー23分

会旬、狭主主機議現金

16"'1}侠写機の操作技術講溜金金聞く。棲了
者には、認定曹を交付する。

期臼 6月15臼〈金)-6月168(:f二〉
・時間 9時15分、 16時
・費用 5∞向〈テキスト代〉

ー持揮するも白昼賞、は古み、筆記用具

・申し込み 6月 5日〈火〉から6月14日
(7めまでに、図書館視聴覚ライブ59ーへ

鉱i皐月踊目、月末
平254浅間信J12-41縫豊富31→0415



-毘日開と筆記用

具を持番 (3か月l~は本冊目み〉

[3か月児1
6月 6日 59年 2R18~10自主主

6月初日 5吉年 2 月 11 臼 ~20日生

6月27日 59年 2月21 日 ~29日生

日韓先1
5月 7臼 56年 4 月 1 日 ~10自主主

5月21日 56年 4 月 11 日 ~20自主主
6月28日 56年 4月 21 日 ~30日生

E盟捕l期 3留受ける
・対象 2設 (24カミ月〉から4歳(48
か月〉までの幼児ふなお、接種問調

は 2問、 3@Jとも 3週間から8週間。
重量車2鰐 1 s書受ける
・対象欝1期の 3回目が終わって

から1年以上1年 6か月以内の期間
に受ける。なお、第1期を早めに受
けて、第2期もなるべ<4裁までに
終了するようにしていただきたい。

[6月1

27日 福祉会館、健保会館
民豊田公民館

2呂田 大野公民館、横内公民館

主旦北公民占富

298 保健センター

6月カレンダーすこの悶稜君震を箆やすい所へ

麹対象 2査費6か月までの乳幼児
慰金主昌平塚保健所

霊童日程 6月11日、 18日、 25白
書盟時儲 午前 9時~IC時3C分

翻申し込み電話で平老衰揮健所 (32
-0130)へ予約する@できるだけ先
に乳晶児歯樹監窓の受講者。

みずしまちひろ

水島千尋ちゃん
会平域市土屋2599 トマトやキュ
ク』などのハクヌ殺患者中心とし

た農業をしておられるホ島和彰さ

ん (25捷〉と好子さん (25歳〉の
長女。 現在6か月で、身長63cm、
体重重8kg、58年11月 9日生まれ。
おふろが大泣子きで、お父さんや

おばあちゃんに入れてもらうが、

泣いたととがない。また、乱暴な

ζ とが大好きで、おじいちゃんに

高い高いをしてもらうと大喜び。

何でもよく貴べるよい子。

中原公民館、民域島公民館

神田公民館、国岡崎公民館

保漣セYタ』

);(中央農協土沢支所

軍軍 2問問

[6月1
5，1 金自公民銀、出金日公民館

c1週間の間隔で2

・追加昨年初回接種を完了したがJ

m (1回〉
百 2年続けて接種しないと免曹がつ
カミない。

豊富1"主自
[5月1
29日 金田弘民館、被金田公a豊富
30日 福祉会館、健時会館
31日 大野晶民主宮、横内公廷館
[ 6月]
1日 想北公民館、民窪田公民館

談
・と き径i毘月、金曜日

(今前中白み〉

・ところ楳縫センター

マ
さ
し
あ
げ
ま
す
(
無
料
〉
ん
、
コ

y
ピ
ク
ッ
ク
、
ブ
ラ
ン
コ
、

・
大
人
用
ベ
ッ
ド
〈
木
製
組
み
立
て
ブ
ァ
!
用
マ
ッ
ト
レ
ス
、
座
い
す
、

式
)
テ
レ
ピ
台
、
電
気
コ
タ
ツ
供
用
貴
卓
用
い
す
、
赤
ち
ゃ
ん
用
片

門

v
譲

り

ま

す

(

有

料

〉

割

引

み
な
さ
ん
の
と
協
力
で
、
問
い
合
わ
・
女
抱
用
衣
顎

(
1
5
2歳
)
、
七
五
マ
譲
っ
て
〈
だ
さ
い

か
非
常
に
増
え
て
い
る
。
た
だ
し
、
一
二
一
用
服
e
暢
子
・
バ
ッ
グ

(
3
麗

女

・

2
段
ベ
ッ
ド
、
ポ
ー
タ
ブ
ル
ミ

な
さ
ん
か
ら
白
問
い
合
わ
せ
の
と
き
児
)
ダ
ブ
ル
ベ
ッ
ド
、
工
業
用
ミ
ジ

y
、
ベ
ピ
I
ベ
ッ
ド
、
応
接
セ
ッ
ト
、

は
、
決
ま
っ
て
い
る
も
の
も
あ
る
の

y
、
本
箱
、
都
市
ガ
ス
用
コ
ン
ロ
、
プ
洋
服
ダ
ン
ス
、
げ
た
箱
、
学
智
抗
、
本

で
、
と
ア
承
を
。
ロ
パ
ン
一
用
語
棉
器
、
ヨ
ン
ド
セ
ル
、
剥
棚
、
洗
濯
機
、
テ
レ
ビ
、
和
文
タ
イ
プ

A
V

不
用
品
登
露
骨
報
は
送
用
県
(
小
学
生
用
〉
、
グ
ロ
ー
ブ
、
ラ
イ
タ
ー
、
製
図
抗
、
エ
レ
ク
ト
!

地
域
づ
く
り
議
市
民
竺
活
時
(
内
親
木
替
、
子
供
用
補
助
い
す
(
感
動
車
ン
、
環
覧
オ
ル
ガ
ン
、
卓
球
台
、
一
一

一
一
四
日
四
)
用
〉
髄
観
ゆ
り
か
と
、
ベ
ピ
?
ふ
と
車
、
子
供
用
自
転
車
(
国
イ
ン
チ
)

問

問

問

問

問

問

問

問

問

問

問

問
4

L

 

1 kg 
1 kg 

700[1 
1斤
1 2パック

60m4儲入

屑 100[1
MI0!酉J九
10m3 

18Uil遼

自

粉石けん

台高洗浄j

じゃがいも

みそ

サラダ曲

賞パ Y
しよう?岱

トイレット
ベーノてー

豚肉

鶏卵

プロパン

灯治

品

平控市では、平滋魚巡業協同組合白協力者

揮で、女生活における「魚Jを再認識しても

らうため行います。

カツオ

-費施l苫組合加盟底(ポスター掲示コ

担当地境づく b課市民生活慌 C肉親244コ

き

自

と

口
ロロ

お年寄lJlこ健康でゆとEのある楽しい臼々を
送っていただこうと、保健と趨慌の議墜を募集

している。各コースとも初心者向き

。期間 草月~3 月ぐ月 1 殴コ

。資格市内在住で60歳以ょの方
。申し込み 5月26臼〈土〉廷午までに摺祉会館
へ鶏話で申し込む。趣味の議授は1人 1コ

}ス、保健講座と由2
禽話 33-2333 

・揮盤望重動 毎月第 1 土曜日 1日時~12時 50人

コ押 輯毎月第1木 9 13時~15時 25人

1 ・コーラス擢月第 1金タ 14時~16時 25人
ス・謡 曲毎月第2フK9 13時~15時 25人
・揖紙量見箪3金ク タ ク

・盆 栽毎月第4木?14時~16時 25人
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ジ
サ
1
1
p
d

が
捕
か
L
れる。

円

v
S時

5
R
M日
(
日
)

e

午
前

の
部
ぬ
時
・
午
投
。
蔀

2
時

守
会
場
平
塚
市
中
央
公
民
館

ヤ
入
蝿
整
理
棒
読
百
円

門v
題
い
合
わ
せ
先
市
福
祉
結
綿
議

〈
肉
親
二
一
七
〉

マ
自
時

5
月
お
片
口
〈
金
〉
午
挫
1

時
1
4
時
ぬ
分

円

v
A
凶
場
平
境
市
中
央
公
民
館

マ
講
演
「
と
も
に
生
き
る
社
合
づ

く
り
と
教
育
」
講
扇
横
浜
市
立

大
学
授
数
回
伊
藤
縫
一
一
氏

円

v
眠
甑
「
た
く
害
ん
白
震
を
あ
D

が
と
う
」

マ
対
象
一
般
(
入
場
無
棋
〉

マ
問
い
合
わ
せ
先
県
立
第
一
一
教
育

セ
ン
タ
ー
〈
電
話
び
間
口
六
六
割

八
五
二
一
〉

平
域
点
訳
蔀
中
学
帯
住
回
で
は
、

点
訳
議
習
品
目
指
ι
間同〈。

マ
期
日

5
月
初
日
か
ら
毎
適
火
酬
曜

日
(
4回〉

マ
時
飽
午
睡
1
時
3
3時

守
会
場
平
壇
市
議
社
会
館

マ
申
し
込
み

5
月
幻
日
ま
で
に
福

社
会
館
(
電
話
お
二
三
一
一
一
一
一
一
)
へ

財
団
凶
法
人
タ
通
選
児
育
英
会
で
は

提
学
長
田
募
集
お
よ
び
一
予
約
募
集
者

受
げ
付
け
て
い
る
。

マ
対
象
高
等
学
校
、
高
等
専
門
学

校
、
大
学
(
短
大
)
、
大
学
院
、
商
サ

嬉
学
校
、
各
種
学
校
由
奨
学
生

マ
申
し
込
み
現
に
大
学
伎
の
方
は

5
月
抗
日
ま
で
、
来
年
度
涯
学
精
霊

由
方
は
6
月
初
日
ま
で
に
申
請
を
。

出
話
に
必
要
な
醤
類
は
、
各
学
校
に

構
え
て
あ
る
。

マ
問
い
合
わ
せ
先
(
開
〉
市
作
品
遺

児
宵
英
会
(
東
京
都
手
代
田
区
・
電

話
。
一
一
一
五
八
一
二
二
七
一
〉

寸
期
日

5
月
町
四
呂
(
土
)

マ
会
場
松
原
公
民
態

マ
相
談
員
弁
護
ど
貿
原
晴
光
氏

マ
申
し
込
み
関
白
午
按
S
時
ま
で

に
、
松
厳
重
態
(
電
話
千
六
一

熊
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校
内
轟
力
の
ニ

ュ
ー
ス
が
無
〈
な
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ほ
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し
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い
だ
矢
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墨
十
四
か
ら
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シ
ョ
ッ
ク

で
す
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開
口
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の
一
校
内
暴
力
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件
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大
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〈
輯
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ま
し
た
。
し
か
も
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努
事
に
逮

捕
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れ
た
と
あ
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、
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と
畠
言

え
な
い
悲
し
み
を
覚
す
え
ま
す
a

今
臨
事
件
桂
起
ζ
し
た
学
校
だ
け

で
な
ぐ
、
各
学
校
と
も
火
一
瞳
辛
抱
え

て
い
る
白
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

そ
れ
は
、
学
校
戸
。
の
置
任
で
は
な

〈
、
ま
た
、
学
校
戸
止
げ
で
解
決
で
苦
・

る
簡
績
で
も
な
い
と
思
い
ま
す
。

市
内
に
は
、
歌
詞
再
開
緩
に
経
験
盤

か
な
方
々
が
大
勢
い
ら
っ
し
ゃ
る
と

患

い

ま

す

。

英

一

知

が

結

集

し

て

、

翼

続

け

て

き

ま

し

た
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を
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ど
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今

今

、

政
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支
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で

教
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改
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が

検

モ
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で
、
中
学
校
ぽ
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一
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で
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偶
(
内
網
五
O
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)

>認<

道

武士たちはじめ、その切の武士や

庶民の人馬遂行む便をはかつて、

小醇・佐江戸〈横摂市線区〉 瀬

谷(岡市謂谷18:)・用出〈藤沢市

内コの4討に訳家待篤の目白jを設け

ていた。また用回・中原に相模!fl
渡舟の還記をさせていた。

この道には)JIJに御酔 α討す〉苦雪
道の称がある。江戸域周り貴蔀t

f成摺酢J在、この街道を送って送

ったζとからというが、奥州箆道

あるいは忍 Cおし〉街道の転化し

たもむかとも思え、興味線い。

F百回以Blの道筋は、替の村でい

えば宮旗輯郷，小動・小谷園大

蔵 z問問・一之宮・田村 a昭之容

・真土ー中産置であるが、ほとんど

消え、市内でいえば真二七神社塊内

北側と、その付近にわずかこ購っ

ているという程里主である。

ちなみに、家康が中原・小関原

往復の際にとった道筋は、南原 e

徳延・出縄・万国・脅司買・盟符新

字音 "/J、EE原である。 11崎市に中E賓

という区名があII、その先こは中

原田7・中原村などがあったが、 ζ

白地の南践という地名は、市町村

観j縮仔の時からのものである。

く文3費臼井弘〉民指たずね!式市党

議事詰九部〈護軍務31吋税務〉へ

(その2)

三 一製理跡碑

i 中

三 東京都帯西部に中原街道とい5

5道路がある。との道路は、多瞳111

E世過ぎると県道丸子 011崎市南原
告区〉中山〈横揖市縁区〉芽!r崎融

E くその一部は中原街道とも呼ぶ〉
Eにつながり、都内・県下主計車じて
き自主重要道路となっている。

き この道路は、徳)f俊康が、市内

E中原と江戸摘を真っすぐに絡ぷ道
芸路をつ<!J、中原街道とも器官了僚

芸道とも称した。その一部がここに

E発達し残っているのである。
芸 家康は、駿府，江戸簡を往復す

Eる際などには、東海道者選らず、
Eあえて脇道出車っていた。東海滋
芸人曙通行の不便を思いやってむこ

さとという。 ζ四街道は、そのため

Eや己の通路がむ:戸・小田原聞の罵
三短距離であること、中原櫛殿が君Ij

e '1Eとして使われており、そζ には
E多数百武士が勤めていたことなど
さから、 ζの街道を特設させた。

さ 中原園江戸揖聞は、大相所や将

き軍の18の行程ではないし、 ζ と

主に多畢'111を控えて、 111踊市中原広

三小岩に、中島町岬殿と再構な専用旅

E館 I/J、哲間殿j を設けていた。安茨
2 

5療は、 ζζで将軍搾忠町出迎えを
“受け、江戸揖に入った。

また、i'lJ'ヨ・中原偶者往復する

ま
さ
ま
で
す
。
し
か
し
、

外
に
本
人
も
気
づ
か
な
い
も
っ
と

S4
深
い
意
味
を
古
ん
だ
例
が
多
く
あ

:

D
ま
す
。
そ
む
ひ
と
つ
に
、
親
芋

拒
震
に
か
か
わ
る
問
題
が
あ
D
ま

pt
す。

ふ

唾

た

と

え

ば
ζ

ん
な
母
親
も
い
ま

也
思
し
た
。

ζ
の
母
輯
は
劫
市
ノ
児
か
ら

盤
父
母
に
育
て
ら
れ
、
常
に
両
親

に
遠
慮
し
、
「
よ
い
娘
」
で
あ
ろ

l
i親
と
干
の
関
係
i
l

う
と
し
ま
し
作
、
こ
う
し
て
尋
度

近
年
、
驚
枝
記
否
の
相
談
が
た
は
自
分
が
母
理
L
な
り
、
子
供
合

い
へ
ん
増
え
て
い
ま
す
司
こ
り
問
育
て
る
議
に
な
っ
て
、
子
供
に
せ

題
は
マ
ス
コ
ミ
で
も
取

P
上
げ
ら
え
ら
れ
る
と
、
甘
え
た
経
験
の
な

れ
、
一
般
に
も
知
ら
れ
一
一
二
二

F
事
い
母
親
は
、
ど
う
し
て

る
よ
吉
に
な
灼
ま
し
た
汽
ノ
一
、

F

い
い
か
わ
か
ら
な
く
な

が
、
そ
の
な
か
に
は
誤
溺

ν」コ
J
'時
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

警
受
け
や
す
い
指
摘
一
二
伊
一
ピ
九
そ
し
て
、
い
つ
の
一
ま
に

も
あ
る
よ
う
で
す
。

F
ト
ロ
才
、
手
ず
か
子
供
に
磁
離
空
と
る

よ
く
登
校
長
「
震
に
警

A
戸
レ
よ
ラ
に
な
っ
て
し
ま
い

は
、
驚
校
FA強
制
し
て

Z
1
1コ
ニ
逼
ま
し
た
。
母
親
自
身
む

は
い
け
な
い
と
い
わ
れ
て
い
ま
生
き
方
に
ど

C
か
無
理
が
あ
っ
た

す
ロ
こ
の
こ
と
は
、
と
も
す
る
と
の
で
し
ょ
う
。
い
っ
て
み
れ
は
乙

放
っ
て
お
け
ば
よ
い
と
、
と
ら
れ
の
子
は
登
校
を
極
道
す
る
ζ
と

が
ち
で
す
が
、
モ
う
て
は
あ
り
ま
で
、
母
親
を
「
自
分
」
の
母
親
に

せ
ん
。
な
ぜ
子
供
が
禁
枝
し
な
い
し
ょ
ラ
と
し
た
の
で
し
ょ
う
。

の
か
、
登
校
し
な
い
と
い
う
こ
と
母
親
を
古
め
軍
牒
金
悼
む
答
ぎ

で
子
供
は
向
を
訴
え
て
い
る
の
か
方
の
ど
乙
長
に
無
理
が
あ
る
と
、

そ
、
驚
校
を
強
制
す
る
前
に
亨
え
そ
の
ひ
す
み
は
弱
い
立
場
に
あ
る

る
己
と
が
火
切
だ
と
い
う
乙
と
な
子
院
を
過
し
て
表
現
さ
れ
ま
す
。

の
で
す
。

ζ

の
例
は
、
そ
の
ひ
ず
み
を
歪
モ

子
供
が
登
校
主
拒
否
す
る
理
由
う
と
す
る
た
め
の
、
子
供
の
身
悼

に
は
、
「
学
校
が
つ
ま
ら
注
い
」
を
は
っ
た
母
親
へ
白
メ
ッ
セ
ジ

「
い
じ
め
っ
子
が
い
る
」
な
ど
さ
だ
っ
た
む
で
す
。

5月は赤十字社員増強運動月罪悪
掠十字は市民自幸せを懸って各種

事業を行っておb、そ自費金はす
べてιむ運動こよるも自です。
ただいま、協賛罫員がみなさん

自家庭を釦って協力を呼びかけて

います。ぜひと協力下さい。

福祉総務課庶務係

く〉巡@l8程 5月18臼〈金)10時~12時キ}
ノ<-・ 13時~15時湊製作所/5 月238α() 10 
時-15時金獲農業技楠セYタ-/5月26日〈土〉
1出時-15時駅北口/5月30日〈水) 9時30分~
12時横摂トヨベット平壇営業所"13時-15時
大東化学工業/5月31羽仁木〉以降-15時東海
大学/6 月 68α口 10時~15時パイロットプ干
レシジョン・古河電ヨニ/6月 8B (金) 9時3日分
~13時五領ケ台高校/6 月 11 日仁丹コ 10時-15

時市役所/6月14臼〈木)10時-15時古向瞳

ヱ
日一ご協力ありがとうございましたーv、

平韓共樺病院50入、パイロット万年筆初日入、
東部議ブJ91入、県経務農業協組連防人、関品工業

11人、日産サニー湘問販売犯人、東海大学677人、
平瞳ライオンズクラブ144入、駅北口目白人。
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